
状況説明!

回答例 危険予知ポイント!
❖前方を走行しているトラックの減速を予測しておく
•雨天時は、晴天時に比べて停止距離が長くなるため、漫然と追従して
いるとトラックが急減速した際に追突する危険があります。
•雨天時は、前車の急減速にも対応できるように車間距離を通常よりも
大きくとり、速度を控えて運転しましょう。

●イラストを見て、この運転場面に潜む危
険要因を挙げてください。

●この場面での安全な運転方法について
考えてください。

❖車線変更時のスリップに注意
•雨の日は路面が滑りやすくなっているため、前方のトラックを追い越
そうとして車線を変更すると、スリップして中央分離帯に衝突する危
険があります。
•雨天時は必要のない追越しは控え、速度を抑えて走行車線を走行し
ましょう。

ドライバーとして

　ドライバーにどのようなアドバイスをす
ればいいでしょうか。考えてください。

同乗者として

①急減速したトラックに追突する。
②トラックを追い越そうと車線変更した際、スリップして中央分離帯に衝突する。

KYT（危険予知トレーニング） ○どのような運転をすれば安全ですか？
○どのような危険が予測されますか？

　豪雨のなか、高速道路の走行車線を走行
しています。自車の前方は、トラックが走行し
ています。
　自車はこのまま進行したいのですが……。


